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1 .はじめに
中央教育審議会答申「今後の教員養成・免許制度の在り方についてJ(2006) の中で，大学
の学部段階の教職課程の改善・充実を図るための方策の lっとして教職実践演習(仮称)の新
設・必修化が提言された。教職実践演習(仮称)には，教員として求められる 4つの事項(①
使命感や責任感，教育的愛情等に関する事項 ②社会性や対人関係能力に関する事項 ③幼児
児童生徒理解や学級経営等に関する事項 ④教科・保育内容等の指導力に関する事項)を含め
ることが適当であるとされた。また，想定される主な授業形式として次のものが示された。
「役割演技(ローノレプレーイング)J :ある特定の教育テーマ(例えば，いじめ，不登校等)に
関する場面設定を行い，各学生に様々な役割(例えば，生徒役，教員役，保護者役等)を割
り当てて，指導教員による実技指導も入れながら，演技を行わせる。
「事例研究J:ある特定の教育テーマに関する実践事例について，学生同士でのグループ討論や
意見交換，研究発表などを行わせる。
「現地調査(フィールドワーク)J :ある特定の教育テーマに関する実践事例について，学生が
学校現場等に出向き，実地で調査活動や情報の収集を行う。
その教職実践演習(仮称)と教育実習との関係については， r両者は趣旨・目的が異なるもの
の，将来教員になる上で，何が課題であるのかを自覚する機会として共通性があることや，履
修時期が近接していること等から，内容や指導の面での関連性や連続性に留意して，実施する
ことが適当である。具体的には，教育実習やその後の事後指導を遇して明らかになった課題を
教職実践演習(仮称)で重点的に確認したり，必要に応じて補完的な指導を行うなどの工夫を
図ることが適当である。」とされた。
それを受けて，文部科学省「教育職員免許法施行規則の一部を改正する省令及び教員免許更
新制の実施に係る関係告示の整備等について(通知)J (2008)では，教職実践演習の導入につ
いて，次の 2点が記された。
?
?
??
第1に普通免許状に係る所要資格を得るために修得が必要な「教職に関する科目」として， r教
職実践演習」を新設したこと，第 2に，教職実践演習は，当該演習を履修する者の教科に関す
る科目及び教職に関する科目の履修状況を踏まえ，教員として必要な知識技能を修得したこと
を確認するものとしたことである。
教育職員免許法施行規則第 6条第 l項の表の備考 11には教職実践演習は，当該演習を履
修する者の教科に関する科目及び教職に関する科目(教職実践演習を除く。)の履修状況を踏ま
え，教員として必要な知識技能を修得したことを確認するものとする。」と表記された。それに
関連して，課程認定委員会決定「教職実践演習の実施に当たっての留意事項J(2008)では，授
業方法について，次のことが示された。
-授業の方法は演習を中心とすること。 ・役割演技(ローノレプレ}イング)，事例研究，現地
調査(フィーノレドワーク)，模擬授業等も積極的に取り入れることが望ましいこと o
また，授業で取り扱う内容・方法例として，次のことが示された。
・イシトロダクション・これまでの学修の振り返りについての講義・グループ討論 ・教職の
意義や教員の役割，職務内容，子どもに対する責任等についてのグループ討論・ロ}ルプレイ
ング ・社会性や対人関係能力(組織の一員としての自覚，保護者や地域の関係者との人間関
係の構築等)についての講義・グループ討論 ・幼児児童生徒理解や学級経営についての講義・
グループ討論 ・学級経営案の作成・グループ討論 ・学校現場の見学・調査 ・社会性，対
人関係能力，幼児児童生徒理解，学級経営についてのグループ討論 ・教科・保育内容等の指
導力についての講義・グル}プ討論 ・模擬授業 ・教科・保育内容等の指導力についてのグ
ループ討論 ・資質能力の確認，まとめ
このような構想の中で実施に至った教職実践演習であるが，その後，中央教育審議会答申「教
職生活の全体を通じた教員の資質能力の総合的な向上方策についてJ(2012)では，これからの
教員に求められる資質能力について， rいじめ・暴力行為・不受校等生徒指導上の諸課題は深刻
な状況にあり，陰湿ないじめなど，教員から見えにくい事案についても子どもの兆候を見逃さ
ず，課題を早期に把握し，普察等の関係機関と連携するなどして的確に対応できる指導力を養
うとともに，教職員全体でチームとして取り組めるよう，こうした力を十分に培う必要がある。」
と指摘し基礎免許状(仮称)Jのカリキュラムについて， r r教育実習」を中心に，教員とし
て実践的指導の基礎となるカを身に付けるとともに， r教職実践演習」で学部における学びを総
括する。Jこと修士レベノレ化の前提として，学部段階で，教職実践演習を中心lこ，必要な資
質能力の育成を徹底することが重要である。」ことが植われた。
こうした動向を概観すると，教員養成段階では，教職実践演習等において，より実践的な指
導力を育成することが求められていることがわかる。中央教育審議会答申「これからの学校教
育を担う教員の資質能力の向上について~学び合い，高め合う教員育成コミュニティの構築に
? ??， ? ?
向けて~J (2015) の中で，教員養成に関する課題について課題の発見・解決に向けた主体
的・協働的な学び(アクティブ・ラーニング)の視点に立った指導・学習環境の設計や ICTを
活用した指導など，様々な学習を展開する上で必要な指導力を身に付けることが必要で、ある。」
とされ，アクティブ・ラーニングの重要性が指摘されるようになったととを勘案すると，教職
実践演習に期待される役割が大きくなることも考えられる。
本稿では，そうした状況下において，教職実践演習はどうあるべきなのか，筆者が 2015年度
に担当した教職実践演習の実施状況から省察し，今後の在り方を検討する。なお，筆者は，主
たる教職科目として「特別活動論J，r生徒・進路指導論j を担当しており，教職実践演習も特
別活動と生徒指導を強く意識した実践であることを付記する。
II. 授業内容
1 .グループ編成
教職実践演習 (4年次秋学期)は，教育実習 1(3年次秋学期)・教育実習 I (4年次春学期)
と連続しており，開講曜日・時限及び履修学生が基本的に同ーであることを活かした授業内容・
展開を企図した。教育実習 Iで編成したグループ (5名前後)を教育実習 II'教職実践演習で
も固定・維持し，授業を行った(1)0 2015年度の履修者数は 31名(男子 23名・女子 B名)，グ
ループ編成は 4名班 1グルー プ， 5名班 3グルー プ， 6名班 2グノレ}プであった。
また，後述する学外実習(教育実習 Iの翌年 11月実施)についても，教育実習 Iの最終回(12
月)に具体的な日時を教示し，学生が余裕を持ってスケジューノレ調整できるようにした。また，
教育実習Eの最終回 (7月)には，改めて学外実習の日時確認をするとともに，教職実践演習
での学習内容について意向を確認する場を設けた。
2.具体的な内容
シラパスに基づいて，主な授業内容の概略を説明するが，学生の意向を最大限に反映させた
授業展開となっているため，シラパスと実際の内容が異なる部分があることをお断りしておく。
(1)職業レディネス・テスト
中学校・高等学校の進路指導で活用されることがある「職業レディネス・テスト[第3版]J (独
立行政法人労働政策研究・研修機構編著)を使って，進路指導の在り方について，実践的に考
察した。中学生・高校生向けであるが，大学生にとっても自分の適性を概観するには有効であ
り，真剣に教職を目指している学生が，教職への適性がない結果を得て苦笑する場面なども見
られた。そうした自分の希望と職業適性が一致している場合，あるいは，不一致の場合，どの
ような指導をするのか，各自の結呆を使ってグループ内でロールプレイを通して学習した。ま
た，中学生・高校生向けのテストを自分が実際にやってみることで，実施にあたって，どのよ
うな説明が必要であるのか，どのくらいの時間を確保することが望ましいのかなど，実施の
? ???
表 1 2015年度「教職実践演習(中・高)Jシラパス
国 主な授業内容
1 オリエンテーション:教育実習から得られた課題の整理
2 職業レディネス・テスト:教師に求められる資質・能力の省察
3 学外活動のプランニング:校外学習の企画
4 学外教育機関の活用 1 学外の専門家と連携した教育
5 学外教育機関の活用 2 学外の教育機関と連携した教育
5 外部講師による講義 1: PTAとの連携
7 学外活動のプレゼンテーション:教師に求められるプレゼンテーション能力
B 保護者対応:保護者対応の考え方と実際
9 外部講師による講義2:担任に求められる資質・能力
10 学校のコンブライアンス:学校における説明責任の在り方
11 学外活動の事前指導:学級経営の考え方と実際
12 学外活動の引察 1 学校教育におけるリスク・マネジメント
13 学外活動の引率2:生徒理解の考え方と実際
14 学外活動の事後指導:教科外活動の在り方
15 まとめ:教師としてのキャリア形成
在り方について体験的に学び，その理解を深める一助となるようにした。
(2 )学外教育機関の活用
教職実践演習の授業 lコマとその直後の授業 lコマを連続して使って，学外実習を行った。
2015年度は，国立科学博物館でフィールドワークを実施した。教育実習 1 • 1の時に事前予告
しているため，学生はスケジューノレ調整をしたうえで臨んだ。園立科学博物館を選定した理由
は，移動にかかる時聞が比較的短いこと(電車の乗り継ぎ等含めても大学から 30分程度)，入
館料が無料(2)であることなどが挙げられる。学習内容(3)としては，全員に共通の内容として，
博学連携等についての学芸員の講義を設定した。その後，グループごとに自由に見学し，課題
に取り組んだ。
(3)外部講師による講義
2015年度は，元中学校 PTA会長 1名，警視庁生活安全部少年育成課少年対策係職員 2名，東
京家庭裁判所主任調査官 l名に来学していただき講義を依頼した(4)。
元中学校 PTA会長からはs 保護者の立場からみた教員について，様々な具体例を紹介しても
らいながら，教員はどのようなところが見られ，どのように評価されているのか等，学生との
意見交換を交えながら進めた。普視庁職員と家庭裁判所調査官からは，生徒指導に着目して，
学校とどのように連携して指導を行っているのか，学校外の専門機闘機関・専門家の視点から
学校・生徒はどのように映っているのか等，映像等も交えながらワークショップ形式で学んだ。
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なお，ここでも国立科学博物館の時と同様，学生に対しては，事前学習の時間を確保して希
望学習内容等を聴取しており，それを各外部講師に伝えて当日の講義に反映させてもらう手続
きを踏んだ。
(4 )事例研究
シラパス(表 1)では，第8回「保護者対応」と第 10回「学校のコンブライアンスJが該当
する。市販の映像資料(映像で学ぶ校内研修教材，学事出版)を使って，具体的な指導場面の
対応方法についてグ‘ループディカッションなどから考察を試みた。その後，筆者がそれに関わ
る最新のデータ等を紹介して今後の方向性を考える内容とした。取り扱う事例については，教
育実習Eの最終回の意向調査の場で希望を出してもらい，上位に挙がったものから優先的に取
り上げた (5)。
例えば， 1スクール・セクハラ “熱意"と“優しさ"にあふれた指導の落とし穴!Jは，映
像を見た上で(途中停止も含む)，次のような設聞について，各自ワークシートに記入し，その
後，グ、ノレープで協議，全体で報告・考察する流れで進めた。
1)再現ドラマに登場した教諭の言動における「スクール・セクハラJよの問題点を挙げる。
2) 1スクーノレ・セクハラ」に該当する言動，リスクある言動を場面別(授業中，休み時間，部
活動，宿泊行事)に列挙する。
3) 1スクーノレ・セクハラ」に該当する発言・行動の具体例を挙げる。
(5 )学外活動(6) 
この活動が，筆者の教職実践演習の中核となる。全体的な流れは，次のとおりである。
まず，グ、ノレープご、とに高等学校の学校行事(旅行・集団宿泊行事)の 1つである遠足につい
て，企画し，その企画書を提出する。次に，それに即して全グループ(各グループの校長役)
がプレゼンテーションを行い，学生が相互に投票する。投票で選ばれたグループは，教師役と
してその企画を実践し，他の学生は生徒役として参加する。なお，投票で選出されたグループ
は，しおりを作成し，実際に引率する直前の授業で事前指導(模擬学年集会)を行う。そして，
遠足後の最初の授業で振り返りをする。なお繰り返しになるが，教育実習 1• Iでの事前告
知を経た上で， 日曜日 1日を終日使って実施している。
こちらから， 1千代田区内にある高等学校から学校外へ引率する行事」や「日帰りで午前 8
時~午後 5時の範囲内J， 1貸切りパスの利用は不可」などの条件を提示し，学生は，それをク
リアしながら企画することになる。また，グループ活動の総決算として位置づけているため，
メンバーの役割設定について「校長 決定した案を PRする役(各斑 3分間のプレゼン)Jや 12
年A組担任 司会をして意見調整をおこなう役J，1養護教諭 生徒の健康安全面に常に注意を
はらった発言をする役」など，役割設定を行い，各自がその役割を担う。投票によって選出さ
れたグループのメンバーは，事前指導から当日の引率まで，各自がその役割を意識した言動を
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心がけることになる。
遠足の目的地として提案されたのは，鎌倉(鎌倉大仏，鶴岡八幡宮など)，千代田区(神田明
神，湯島天神，靖国神社，遊就館，皇居外苑など)，浅草(仲見世，スカイツリーなど)，浅草・
両国(復興記念館，江戸東京博物館，浅草寺，花やしきなど)，高尾山・トリックアート美術館，
鎌倉(鶴岡八幡宮，鎌倉大仏・建長寺・安国論寺・ i争妙寺など)であった。学生の相互投票(自
分のグループ。の企画への投票も可とした)の結果 3 選ばれたのは，高尾山・トリックアート美
術館であった(7)。
学生が選出した主な理由には，次のようなものがあった。
「行程表もしっかりしていて，計画性がある。雨天時の考慮もしであるので OK。自然と芸術と
いう二面性から考えてもいい案だと思った。J
「登山は身体的にも肉体的にもすごく良いことだと思うし，クラス全員で登頂することで協調
性もでると思うし，紳も生まれると思いました。また，美術館に興味がない生徒も楽しめる
ところだと思うので，全体的にすごく良いと感じました。J
「季節を考えても山登りで体を動かすイベントは良いと思った。雨天時も考えられていた。「現
代アートを体感で」つてのは良いと思った。安全性などもしっかり考慮されていた。」
「距離，費用，行動，計画においてほど良いバランスがとれていると感じた。」
「目的・行程ともにとてもよく練られており，活動のイメージがしやすかったです。主た登山
ということで，安全面等心配ですが，その点も非常に考慮、されており，計画性の高さを感じ
ました。」
こうしたコメントを概観すると，遠足を安全面・内容面などの教育的視点から捉えようとし
ていることがうかがえる。選出されたグループは，しおりの作成，事前指導の準備はもちろん，
美術館の事前予約等を行い，遠足に臨んだ。学外活動(遠足)後の授業では，筆者が撮影した
写真等を提示し，各場面での対応の在り方，言動の根拠などを確認・協議しながら，教師役を
中心に，遠足の引率の在り方について振り返りを行った (8)。
m.学習効果
1 .質的側面からの検註
それでは，以上のような学習内容から，学生はどのような学び・気づきを得ているのか確認
する。ここでは外部講師による講義」と「学外活動」を取り上げる。
(1)外部講師による講義
外部講師による講義の前後で，学生の問題意識や学び・気づきにどのような変化が見られた
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のか，事前学習時のコメントと講義後のコメントを比較してみる。なお，表2・3・4中の下
線は筆者が付記したものである。
表2 学生の問題意識・学びの変化1
元中学校 PTA会長の話を聞く前 回. 元中学校 PTA会長の話を聞いた後
PTAの印象を大きく捉え違えていたと感じました。教師
が悪い場合も，親が悪い場合も両方あることが分かりまし
たが，どちらの場合も原因をしっかりと解決していくべき
だと感じました。親同士の気持ちを尊重するのではなく，
まずは子供同士の気持ちを尊重するべきだと恩います。何
よりまずコミュニケーションを大事にしたいです。
「生徒の気持ちはどこにあるのか」という言葉が非常に印
象的でした。 PTAというのは， ドラマなどの影響で，勝
手に学校と敵対しているイメージがありました。けれど
も，父や母が PTAの役員として参加していた時は，学校
と協力して行事をこなしていこうという気持ちでのぞん
でいたのを今日の話を聞いて思い出しました。自身が先生
になる時は， PTAにいる親の気持ちだけでなく，その聞
にいる子供の気持ちも考えていきたいなと思いました。
様々な事例を聞かせていただき，教師にはメンタルの強さ
は必ず必要だと感じました。すべて教師だけで解決しよう
とするのではなく，周りの方々との協力も必要だと恩いま
した。コミュニケーションが大切というお話は共感しまし
た。私も気を付けたいです。
私立と公立では保護者と学校の関係にどのよ
うな差があるのか。 Exl私立の方がお金を出し
ている分， PTAの力が強いのか。
子供にどういう教育をしてほしいと患います
か。
モンスターベアレンツは本当にいるのか?
又，保護者の苦情で，不思議というか，おかし
いと思ったものはあるか? そして，それに関
してどのように対処したか。
PTAや保護者の方々が，学校に求めるものは何
か。学校との教育方針が異なった場合，どうし
ているのか (PTA 恨~の対応/学校の対応など，
エピソード)
????
?
?，???、?????????? 。? ?? ???
? ?
?? ?? ?
-・
・ー
-・
PTAの方々の思いはすべては我が子のためJという
思いに集約できるということがはっきりわかりました。対
生徒だけでなく対保護者，対地域の方々でも，コミュニケ
司 |ーションが大切だと再確認しました。素敵な先生の話と，
トラブルのお話どちらからも，生徒の気持をないがしろに
してはいけないことを学びました固一人ひとりの気持ちを
大切にしようと思います。
PTAは学校に協力的であるということを聞いて少しほっ
としました。教育実習のときに保護者の方から「がんばっ
司 |て下さいJと言われたのはよい思い出です。生徒だけでな
く.保護者，地域住民とよい関係を築けるようにしていき
たいです。
一一一一一 一一一一-一F 同一-_..........一→山…一“一.一幽斗十1ト川一叫i凶凶
保護者の方と連携をとることは本当に大事だとJ恩恩います.
保護者視点で学校に子供を通わせる際，不安な
ことは何か? “開かれた学校"とは? ・ー
その為には名前と顔を覚えることも必須だとJ思うので…
…。 PTAの父兄の方や地域の方と連携したよで，子供一
人一人を見てあげられる先生になりたいと思います。
????
表3 学生の問題意識・学びの変化 2-
家庭裁判所調査官の話を聞く前
学校と家庭裁判所の関わり方。家庭裁判所で取
り扱われる事例で，親等加害者(被疑者)の様
子はどのようか。
時
時
家庭裁判所調査官の話を聞いた後
非行傾向のある生徒と接する際には，本日教えていただい
たととを意識したいと思いました。特lご直間イヒ・明確化は
問題を解決していく上で非常に重要であると感じました。
今後は，事実→理解を大切にしていき志す。
一一一一一一一一一………一一…一一一一→-----+…即日目ー一一一 山…ー… ω 一 白色白一一、
中学校との接点については，思ったよりも密に連絡をとっ
1 て非行少年のフォ口ーを行っているだなという感想を持ち
教師になにを求めますか(自分の子供との触れ
時 lました.また，ケースに基づいてどのようなことを質問し
あいなどにおいて)
裁判所の仕事。具体的にどのような事例がいち
ばん多いのか。
. 
たいかなど，より本物の事件に近い事例について考えると
いうはじめての体験により，色今考えることができました。
調査官の仕事の概要だけでなく，実際に私たちに事例ケー
スを考えさせてくれたことで，ものすごくその仕事のイメ
ーりがつかみやすくなりました。その個人個人の性格や事
件の怯質によって対応が変わってくるのも関白いなと思
いました。裁判所の職員は正直進路として考えていません
でしたが，やりがいのある仕事だなと感じました。
ト一一一一一一一一一一一 一一一斗一一一寸……"…ー…………一回……一一一目
数週間の中で，様々な人の心情を同書出し，問題点をあげ
児童相談所とは連携があるのか。調査対象の家
庭に拒否されることはあるのか，その場合どう l 時
対応しているのか。
生徒の非行，犯罪が発生しない限り，調査官の
方々と教師は普段から受流を持っととはある . 
のですか?
るのは大変な仕事だと感じました。非行がおとらないこと
も理想かもしれませんが，家裁の方々以上に，生徒により
そい理解する之とが，教師の役目だと思うので，方 何か
あったら家裁との連携がとれるよう，日頃から生徒理解に
つとめたいです。
主に中高生への対応ということで，非行発生から逮捕まで
の期間の長さや面接の内容から，慎重さが感じられまし
た。特に家裁が注意して対応する年齢，学年がいくつなの
かが気になりました。
ト一一一一一ー 一一一一一 一一一一一一 一一一一+-----1一一一 可制……
親権問題で解決しない場合，子どもにはどのよ
うな措置が取られ，どのような問題が発生する
のか。
司 1
本当にさまざまな原因によって非行に走つ℃しまう子ど
もが居ると改めて感じました。教師の立場で子どもと接す
るときも， I気づかせるJことが大切だと恩っていました
が，調査官もそこは同じなのだなと思いました。子どもの
ことを理解するには，さまざまな人と協力して，様々な視
点から考えるのが大切だと思いました。
元中学校PTA会長のケース(表2)では，当初は，モンスターベアレントに代表されるよう
に，学生の PTAの捉え方が狭く偏っていたととがうかがえる。それが，コミュコケーションの
大切を再認識するどともに， PTAの印象が変わり，視野を広く持って認識できるようになって
いることがわかるo 次に，家庭裁判所調査官のケース(表 3)をみると，そもそも家庭裁判所
についての理解が暖昧であったものが，非行少年の更生に寄与していること，生徒への働きか
けとしては教師の共通する側面があることなどに気づくようになっている。警視庁職員のケー
ス(表 4) を見ると，少年犯罪・非行に漠然とした関心があったものが，具体的な事例を理解
することを通して，教師の呆たすべき役割を考察できるようになっている。 3つのケースに共
通して，中学校・高等学校の学校内だけで完結するのではなく，様々な専門機関ど連携するこ
との重要性を認識するに至っていることが推察される o
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表4 学生の問題意識・学びの変化3
警視庁職員の話を聞く前 -・ 警視庁職員の話を聞いた後
犯罪に関わる行為に生徒が関わったとして，警
リスクと報酬の中で，子ども違の心は揺れているのだと思 l
いました。しかしリスク」を正確に把握できないこと l
察ではどのような御指導をされるのですか?
・ー が子ども遣の判断を誤った方向へ導いてしまうと感じま生徒が関わりやすい犯罪とその予防・対応はな
した。教育を4日う際は， rなぜいけないか」を者ちんと指 l
んですか?
導しようと思います。
一ー一ー 一ー一一回一ー 一一ー一ー
サイバー補導という言葉を初めて知りました。スマー 1 トフ
オンの普及から乙ういった危険な行為を簡単に知ること
学校との密接な連系はとっているのか。教師と ができ，さらに実行もできてしまう環境であることそ改め;
の関係は学校内においてどちらが立場が上な . て感じた.どういった危険があるか，具体的に示し，教育 4
のか。 を学校が行うだけで，こういった生徒は少しでも減少する
のではないかと考える。学校，警察だけでなく，社会全体
で見ていく必要があると感じた。
一一-_..._，----一一一一一一一 向陶四.-
隠語は本当に分からなかったです。学生は，学校内だった
警察が介入した学校で発生した刑事事件。少年
らある程度見守れるけど，外に出てしまうと，どんな人と
司 関わっていて，どんな危険な自に合っているか分からない
院に入った生徒と学校・教員との連携。
ので， IE直恐いと思いました。警察の方局との連携がこれ
からもっと大切になるかもしれません。
一一ー ーー ーー ーー 一ー一一一一一一一一_.-・E・-.-.-・E・E・-.-.-M町田・四回目 一一一…一一……一一山一一…一一一一一一一.._，_.__._._..一一一明ー .
援助交際の実態や隠語など驚くことも多くありました。
“大人の言葉が子どもを変える"という言葉が，すごく心に
SNS関連の対応の仕方。飲酒・喫煙に関して。
響き，また，実際に教育実習に行ったときも，現場の先生
時 が忙しく中身話す時聞がないと言っている先生が多くい
いじめに対して，どう考えているのか。
たことを思い出しました。警察官になれたら，市民の方々
からの“ありがとう"の言葉，子ども違を大切にしたいと改
めて思いました!
一-'-'-.-.-.一一一一一一一一一E・E・回目岡田一一一一一』司自一一回目--由---由---司' "M"田山田町..・M・-岡山・同帥田町田町・町山町一"一.M，_・...一山…一向田
現在の女子中学生・高校生の実態を詳しくお話頂いて，知
未成年の犯罪について，発生しないために，事
らないことばかりだったので，今回実態を把握できたこと
時 はとても貴重でした。“大人の言葉は子供を変えるヘ私も
前に出来ることは何か。
たくさんの先生の言葉を受けて今があるので，子供遣に良
い影響を与えられるような教員になります.回開四四四回H・. 一回._.-・-一町田町山田町山田_"_"NN_'_"M'_'叩町一山田町田町田町田…'_"M・'M"M・'M"・M・._".._..一一…一
サイパー補導等，初めて知ったこともたくさんありました
が，一番に感じたのは，“よく知らない"ということです。
学校で起こったトラブル，警察沙汰にするかし 子{共の事をわかっているようでわかっていないと非行を
時
ないか，そのボーダーラインとは? 防ぐことができないと思いました。学校の先生になったと
き，気付ける人になった上で，警察の方と連携をとれると
いいと思いました。
記述量はもちろんであるが，学びや気づきが深まり，教師の職務と関連づけて捉えることが
できるようになったので、はないかと考えられる。
(2)学外活動
学外活動については，教職実践演習の最終回の振り返りの時に学生が書いた主なコメントを
みてみる。以下のようなものがあった。
「遠足プランニングで感じたのは， r効果と責任」です。学外での活動を適切に行えばその教育
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効果は大きいです。しかし，責任が伴います。今回は「大学生Jだったため，計画に不備が
あっても後日の指摘で聞に合いました。しかし，実際は不備など許されません。J
「自分が生徒だったときは，遠足などの学校行事のほうが普段の授業よりも楽しくて好きでし
たが，いざ自分が遠足のプランを考える立場になると，いろいろ考慮しなければならないこ
とがあって，普段の授業よりも大変なんだなと思いました。」
「教育実習でも経験することができなかった校外学習の実習を教員側の立場で経験できたこと
は非常に大きな経験だった。」
「遠足の言十画はぱっちりだと前日までは思っていたが，実行してみると全くダメで，ゃったか
らこそわかる点がいくつもでてきた。教員チームは本当に大変だったが，学ぶことが多く，
下見の重要性など，生徒役だと分からない点を経験でき，とても貴重なものになった。J
「今までは遠足に行く側でしたが，今回初めて計画してみて，先生の大変さを思い知ることが
できました。ただ楽しいだけでなく，何かを学びとるためには，どこに行ったらいいのかと
いうことを含めて考えると凄く難しかったです。実践してみて，先生の斑は大変そうでした
が，どちら側の立場にも立つことができて，いい経験だったと思います。」
「遠足では私が思っていた以上に綿密な下調べや入念な準備が必要だということがわかった。
教師聞の連携をうまくとり，緊張感を持っていないとトラブ、ノレや事故につながるので注意が
必要だと感じた。J
「生徒役になって先生の動きを気にしてみると，想像以上に先生を頼りにしているということ
が分かつた。先生の動きに少しでも乱れがあるとものすごく不安な気持ちになる。J
学校を離れ，遠足のように非日常的な活動をする際には，学校内・教室内で行う通常の教科
等と同等かそれ以上に，計画・準備が重要になること，とりわけ，教育活動であるから生徒の
安全確保が第ーで，そのために教師が果たすべき役割は大きいことを学んだ、ことがわかる。遠
足に生徒を引率するという教育実習では体験することができないことを体験すること，また，
生徒役で遠足に参加しながら，それを，教師を志す学生の立場からメタ的に評価すること，こ
れらも貴重な学びとなっているようである。
2. 量的側面からの検誼
次に，授業の終盤に実施した「学生による授業改善のためのアンケート」の集軒結果から，
学習効果について検討する。
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表5 2015年度秋学期学生による授業改善のためのアンケー卜集計結果(単位:%) n=29 
1.担当教員・シラパスの設問
思う(強) 思う(弱) ふつう 恩わない 思わない 該当し
(5 ) (4) (3 ) (弱)(2) (強)(1) ない
1 
担当教員の声，言葉は聞き取
86.2 13.8 0.0 0.0 0.0 0.0 
りやすかったですか
担当教員の板書やパワーポ
2 イントなどは見やすかった 69.0 13.8 6.9 3.4 0.0 6.9 
ですか
3 
担当教員の使用する資料は
75町9 17.2 6.9 。町 0.0 0.0 わかりやすかったですか
担当教員から講義内容を教
4 授しようとする熱意は伝わ 86.2 13目8 0.0 0.0 0.0 。目
ってきましたか
シラパスに司てされていた学
5 習目標，内容と合致していま 71.4 25.0 3.6 0.0 。目 0.0 
したか
指定された教科書等は授業
6 を理解するうえで適切でし 24.1 3.4 3.4 0.0 0.0 69.0 
ずこか
各国の授業の進むスピード
7 は適切でしたか(5速い骨 13.8 0.0 82.8 3.4 0.0 0.0 
3適切骨 1遅い)
1. カリキュラムに関する設問
思う(強) 思う(弱) ふつう 思わない 思わない 該当し
(5 ) (4 ) (3 ) (弱)(2) (強)(1) ない
授業の受講人数(またはグル
1 
ープ)は適切な人数だと思い
3.4 0.0 96.6 0.0 0.0 0.0 ますか(5多い骨 3適切骨
1少ない)
この授業を理解するうえで，
2 
履修できる学年(配当年次)
3.4 0.0 93.1 3.4 0.0 0.0 についてどう思いますか(5
早い骨 3適切骨 1遅い)
この科目のカリキュフム上
3 の位置づけ及び他の科目と 62.1 13.8 24目1 0.0 。目 0.0 
の関連がわかりましたか
この授業のレベルは適切で
4 したか(5難しい骨 3適切 0.0 。目 100目。 0.0 0.0 0.0 
特 1簡単)
5 
この科目をさらに専門的に
48.3 27.6 20.7 0.0 3.4 0.0 
まなびたいですか
1. 自己評価の設問
思う(強〕 思う(弱) ふつう 恩わない 思わない 該当し
(5) (4 ) (3 ) (弱)(2) (強)(ユ) ない
1 
あなたは講義を熱心に受講
67.9 25.0 7.1 0.0 。 。
したと思いますか
この授業で新しい知識や考
2 え方を得ることはできまし 85.7 14.3 0.0 0.0 0.0 。目
たか
あなたのこの授業に対する
3 自己採点は何点ですか (5S 57.1 35.7 3.6 3.6 。目 0.0 
4 A 3 B 2 C 1 F) 
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授業の受講条件に関して適切」という回答に着目すると授業の受講人数(またはグ‘ル
ープ)は適切な人数だと思いますかJ96.6%，iこの授業を理解するうえで，履修できる学年(配
当年次)についてどう思いますかJ93.1%， iこの授業のレベノレは適切でしたかJ100.0%で，
受講条件は概ね良好である左思われる。
では，内容に関してはEうであるかをみてみる。 i思う(強)Jと「思う(弱)Jの合計をみる
とシラパスに示されていた学習目標，内容と合致していましたかJ96.4%， iとの科目のカ
リキュラム上の位置づけ及び他の科目との関連がわかりましたかJ75.9%， iこの科目をさらに
専門的にまなびたいですかJ75.9%， iあなたは講義を熱心に受講したと思いますかJ92.9%， 
fこの授業で新しい知識や考え方を得ることはできましたかJ100.0%であった。シラパスと実
際の授業展開は完全に一致するとは言い難い面があったが，基本的な方向性は一貫しており，
学生もそのように捉え，受講状況も良好で，新しい知識・考え方も獲得できたことがわかる。
その一方で、，筆者の専門である特別活動や生徒指導との関連づけを強く意識した授業内容であ
ったため，それ以外の教科・領域等との関係性を理解するには十分ではなかったこと，また， 4 
年次開講ということもあるかもしれないが，さらなる専門的な学習への意欲喚起も決して十分
ではなかったといえる。
総じて，受講環境・条件は特に問題なく，学習内容についても，取り上げたものに関しては
知識・理解が深まったものと思われる。
1V.おわりに
改めて，課程認定委員会決定「教職実践演習の実施に当たっての留意事項J(2008)をみると，
授業方法について， i・授業の方法は演習を中心とすること。役割演技(ローノレプレーイン
グ)，事例研究，現地調査(フィールドワーク)，模擬授業等も積極的に取り入れることが望ま
しいこと。」が示されている。本実践に照らしてみると，グループワークを中Jt，としながら，遠
足実習による役割演技や模擬授業としての事前指導，映像資料や外部講師による事例研究，国
立科学博物館でのフィールドワークから構成されており，授業方法として及第点であると思わ
れる。そして，その学習効果については，学生の学び・気づきの変化や見解学生による授業
改善のためのアンケート」結果を総合すると，概ね良好で、あるのではないかと推察きれる。
今後は，現在の授業スタイルを基盤としながら，教員養成を取り巻く様々な条件や要請，今
日的な課題への対応，そして，それらを踏まえた上で，学生の学習希望・意向を最大限に活か
しながら進めていくことが肝要であると考えられる。
注記
( 1 )教育実習 Iの時のグループ編成は，教育実習に行く学校種(中学校・高等学校)と担当予定教科・科
????
目が同じ学生が，原則として同一グループになるようにした。また，編成グループの固定・維持によっ
て，グループ内の人間関係の変化を体験的に感得する機会とした。これは，生徒はどのような気持ちで
グループρ活動に取り組むのか，時間の経過に伴って):>'のような問題が発生するのか，集団凝集性を高め
るためにどのような働さかけが求められるのか等を尖感することになり，教師の立場で学級経世を行う
際に，有益となると考えたからである。
( 2)明治大学が，国立科学博物館大学パートナーシップに入会しているため，入館無料で，様々なサーピ
スを受けることができる。なお，学生の多くはこのサービスの存在自体を把握しておらず，学習機会を
周知するという意味で課題があると恩われた。
http・//www.kahaku.go.jp/learning/university/partnershiロ/index.htm1(2016年 12月 16日最終閲覧)
http://www.meiji.ac.jp/campus/campus_周embers.htm1(2016年 12月 16日最終関覧)
( 3 )博学連携については，学習指導要領に博物館等の社会教育施設の活用が明記されているとどを鑑みて，
具体的にどのような学習が可能であるのか，様々な尖践事例等から学ぶ場としたロまた，直近の授業で
事前学習の時聞を確保しており，課題の確認と当日の見学方法などをグノレーブロで検討した。その際，学
生から当日の学習活動の希望を聴取し，それを学会員に伝えて，当日可能な範囲で講義に反映してもら
うことを依頼した。なお，課題は個人課題であり，各自の専門教科や道徳・総合的な学習の時間・特別
活動において，博物館を活用して授業をするとしたらどのような授業が構想できるか博物館での学
び」を軸とした教科・領域横断的な学習計画の作成に取り組むものとした。これは，教育実習等で取り
組んできた学習指導案作成の流れから一線を画し，中・長期的視野で学習活動を捉える意識づけを行う
ことをねらいとしている。
(4 )依頼に関しては，筆者の個人的な人脈のほか，個別に交渉・依頼した。例えば，警視庁職員に関して
は，派出所から所轄弊察磐，そこから本庁へとつないでもらい，そこで担当者ど直接受渉・依頼及び日
程調整するという流れであった。
( 5 )以下のテーマ在提示して希望を確認した。
[保護者トラブル】①うちの子の成績に納得がいかない! ②近隣住民が高額の賠償金を詩求 ③執効
なクレームで若手数貝が窮地に 【学校コンブライアンス]④個人情報漏えい “油断"と“不注意"
から取り返しのつかない事態に! ⑤スクール・セクハラ “熱意"と“優しさ"にあふれた指導の落
とし穴! 【いじめの予防と対策]⑤いじめの早期発見 子どもたちの「サイン」を見逃すな! ⑦気
をつけよう! いじめを助長する教師の言動 【スマホ・ネットのトラブル]⑤子ども同士のトラブツレ
小さな行き違いが陰湿ないじめに発展! ⑨巧妙化&複雑化するネット社会 「落とし穴」から子ども
を守れ! 【教師のメンタノレヘノレス】⑬大切なのは早期の発見 不調の「サイン」を見逃すな! ⑪周
囲による「声がけJと「個別面談Jにおける注意点
( 6 )学外活動の詳細等についでは，以下を参照されたい。
・長沼豊・林幸克「教職課程科目「特別活動の研究」の学習効果の測定J~日本特別活動学会紀要Jl 14， 
2006， pp.22-34. 
-林幸克・長沼豊「教職課程科目「特別活動の研究j の学習効呆に関する研究 模擬行事実習の教員役
と生徒役による差異に着凶して J ~日本特別活動学会紀要Jl 16， 2008， pp. 53-63， 
・林幸克「教師教育における学校行事の在り方に関する試論一教職科目「特別活動と学級経営J履修学
生の意識・実態に基づく検討一JW教師教育研究Jl10 (岐阜大学教育学部)2014， pp. 109-118. 
・長沼豊・柴崎直人・林幸克編著『改訂第 2版 特別活動概論』久美， 2014 
(7)投票は， 1位・ 2位速記で， 1位票を 2倍して 2位票と合計し，ポイントを算出した。また，投票理由
も記入するようにした。
(8 )遠足にはトラブルがつきものであるが，教職を履修している大学生であると，模範的な生徒役になり
がちで滞りなく進行してしまう。そこで，筆者の方で，トラブル等を起こす生徒役(例えば，体調不良，
班の不仲・分裂など)を内密に依頼し，教師役の対応を観察してもらい，事後指導で報告するようにし
ている。
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